
医
学
史
・
薬
学
史
の
権
威
で
あ
る
宗
田
一
氏
が
こ
の
ほ
ど
「
渡
来
薬

の
文
化
史
」
と
題
す
る
書
物
を
東
京
の
八
坂
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

著
者
が
十
数
年
に
わ
た
っ
て
『
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
誌
に
連
載
さ
れ
た

論
考
の
中
で
、
近
世
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
洋
薬
に
関
す
る
論
著
を
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
十
六
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
至
る
間
の
渡
来

薬
を
通
じ
て
み
た
日
本
の
文
化
史
、
社
会
史
を
達
意
の
筆
で
綴
ら
れ
た

も
の
で
、
と
り
わ
け
書
簡
や
触
書
な
ど
の
一
次
資
料
を
豊
富
に
使
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
感
を
も
り
た
て
て
い
る
。

た
と
え
ば
コ
ロ
ン
ブ
ス
一
行
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
も
た
ら
さ
れ

た
梅
毒
が
十
五
世
紀
以
後
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
流
行
し
た
時
の
ポ
ッ
ク
ホ
ウ

ト
、
水
銀
剤
、
さ
ら
に
中
国
、
日
本
で
開
発
さ
れ
た
シ
ナ
根
こ
と
土
扶

苓
な
ど
の
使
用
さ
れ
た
経
緯
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
幕
末
の
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
た
折
の

幕
府
の
触
書
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
貴
重
な
一
次
資
料
と
い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
の
折
に
幕
府
が
推
奨
し
た
薬
の
一
つ
に
芳
香
散
と
い
う

も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
桂
枝
、
益
知
、
乾
姜
か
ら
成
る
内
服
薬
と
、

芥
子
泥
、
鰡
鈍
粉
か
ら
成
る
外
用
薬
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
考
察

が
な
さ
れ
て
い
る
。

〔
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
・
フ
ェ
ア
ラ
ー
ク
東
京
、
東
京
都
文
京
区
本
郷
三
’
三

七
’
三
、
電
話
○
三
’
三
八
一
二
’
○
三
三
一
、
Ａ
五
判
、
郡
、
三
四
一

ペ
ー
ジ
、
一
九
九
一
年
七
月
三
○
日
発
行
、
定
価
二
○
○
○
円
〕

宗
田
一
著
「
渡
来
薬
の
文
化
誌
」

ま
た
本
書
に
は
稀
観
本
で
あ
る
「
遠
西
名
物
考
」
な
る
書
物
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
宇
田
川
玄
随
の
著
書
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
類
似

名
で
あ
る
「
遠
西
医
方
名
物
考
』
と
混
同
さ
れ
る
と
い
う
。
後
者
は
宇

田
川
玄
真
・
椿
庵
の
著
書
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
筆
者
も
し
ば

し
ば
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
『
遠
西
名
物
考
』
な
る
書
物

に
つ
い
て
は
恥
し
い
こ
と
だ
が
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
。
宗
田
氏
に

よ
る
と
『
遠
西
名
物
考
』
は
宇
田
川
玄
随
の
著
書
『
西
説
内
科
選
要
」

に
収
載
さ
れ
て
い
る
薬
物
の
解
説
の
た
め
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
。

一
方
、
宇
田
川
玄
真
・
椿
庵
共
著
の
「
遠
西
医
方
名
物
考
』
は
宇
田

川
玄
真
・
椿
庵
共
著
の
「
増
補
重
訂
西
説
内
科
選
要
』
に
対
応
す
る
薬

物
害
で
あ
る
と
い
う
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
き
わ
め
て
稀
観
本
に
属
す
る

『
遠
西
名
物
考
』
が
紹
介
さ
れ
る
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

そ
し
て
、
巻
末
に
は
享
和
三
年
（
一
八
○
三
）
に
著
わ
さ
れ
た
中
島
真

兵
衛
の
『
舶
来
諸
産
解
説
七
拾
条
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
当

時
の
洋
薬
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
大
塚
恭
男
）

〔
八
坂
書
房
・
東
京
都
千
代
田
区
猿
楽
町
一
’
五
’
三
・
電
話
○
三
’
三
二

九
三
’
七
九
七
五
、
一
九
九
三
年
発
行
、
Ａ
五
判
、
三
三
四
頁
、
三
二
○

○
円
〕

『
素
問
」
と
「
霊
枢
」
が
中
国
系
伝
統
医
学
の
も
っ
と
も
重
要
な
古
典

小
林
健
二
・
宮
川
浩
也
編
「
素
問
・
霊
枢
総
索
引
」
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